
元
気

 

発
進
！！

　

春
爛
漫
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厳
し
い
冬
を
越
え
、
春
の
訪
れ
を
感
じ

ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
私
の
活
動
に
温
か
い
御
支
援

を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
地
域
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
も
踏
ま
え
、

昨
年
に
引
続
き
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
に
於
け

る
合
志
、
菊
陽
地
区
の
渋
滞
解
消
に
向
け

た
道
路
政
策
、
給
排
水
問
題
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
県
政
の
農
業
へ
の
取
組
み
、

更
な
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
の
拡
充
な
ど

に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
議
会
で
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。

　

昨
年
の
一
般
質
問
で
取
上
げ
た
「
御
代

志
駅
か
ら
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
ま
で

の
バ
ス
運
行
」
な
ど
の
渋
滞
解
消
策
に
つ

い
て
も
、
今
年
２
月
３
日
〜
28
日
ま
で
電

鉄
バ
ス
に
よ
る
朝
５
便
、
夕
６
便
の
通
勤

バ
ス
の
実
証
実
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
３
８
７
号
線
の
４
車
線
化
も
早
急

に
進
め
る
様
強
く
要
望
し
ま
し
た
の
で
、

須
屋
高
速
道
沿
い
の
拡
幅
の
設
計
、
測
量

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
県
並
び
に
合
志
市
の
発
展
を

願
い
、
皆
様
の
代
弁
者
と
し
て
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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11
月
18
日
、
木
村
県
知
事
、
坂
本
・
西
野
両
衆
議

院
議
員
、
荒
木
市
長
を
始
め
、
多
く
の
関
係
者
が
参

加
さ
れ
る
中
、
九
州
中
央
自
動
車
道
お
よ
び
有
明
海

沿
岸
道
路
の
建
設
促
進
を
求
め
る
大
会
が
東
京
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
県
建
設
常
任
副
委
員
長
と

し
て
出
席
。
大
会
終
了
後
に
は
国
土
交
通
省
を
訪

れ
、
要
望
書
の
提
出
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
年
前
の
熊
本
地
震
で
は
高
速
道
路
が
不
通
と
な

り
、
国
道
・
県
道
と
も
に
渋
滞
が
発
生
し
、
交
通
が

マ
ヒ
し
た
こ
と
が
記
憶
に
蘇
り
ま
す
。
九
州
中
央
自

動
車
道
や
有
明
海
沿
岸
道
路
、
さ
ら
に
は
中
九
州
横

断
道
路
の
整
備
は
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
備
え
、
人
流
・
物
流
の
確
保
の
う
え
で
も

急
務
で
あ
り
、
加
え
て
日
常
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
に
向
け
て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

１
月
22
日
大
分
市
で
九
州
三
県
議
員
連
盟
総
会
に

出
席
、
翌
23
日
よ
り
建
設
常
任
委
員
会
管
外
視
察
で

四
国
視
察
先
を
バ
ス
で
廻
り
ま
し
た
。

　

四
国
地
方
整
備
局
を
視
察
。
吉
野
川
砂
防
事
業
の

説
明
を
受
け
、
翌
日
は
香
川
県
議
会
訪
問
、
空
き
家

対
策
事
業
の
施
策
等
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
。
そ
の
後
新
居
浜
港
の
概
要
説
明
を
聞
き
施
設
を

視
察
。

空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
、
西
回
り
バ
イ
パ
ス
、
中
九
州

横
断
道
路
他
、
県
内
の
道
路
の
整
備
等
を
推
進

討議資料

　

日
本
49
％
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
51
％
出
資
の
技
能
実
習

生
送
り
出
し
機
関
、
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｔ
を
視
察
。
日
本
で
労

働
希
望
の
人
材
を
日
本
語
ス
ク
ー
ル
で
６
カ
月
間
の

語
学
・
技
能
の
研
修
を
行
い
日
本
へ
送
り
出
し
て
い

る
。
日
本
の
人
手
不
足
は
熊
本
で
も
深
刻
な
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
て
外
国
人
の
労
働
力
は
不
可
欠
で
あ

り
、
農
業
・
建
設
・
介
護
・
製
造
・
サ
ー
ビ
ス
業
の

分
野
で
助
か
っ
て
い
る
。

　

10
月
14
日　

ル
ー
ロ
合
志
で
県
政
報
告
会
を
開

催
。
坂
本
哲
志
衆
院
議
員
や
自
民
県
連
女
性
局
の

馬
場
摩
利
子
局
長
、
な
ど
１
２
０
人
が
出
席
し

た
。
登
壇
し
た
池
永
県
議
は
、
全
国
１
２
０
万
人

の
農
業
従
事
者
が
20
年
後
に
は
４
分
の
１
に
ま
で

激
減
す
る
と
の
予
測
に
、
米
農
家
の
所
得
を
上
げ

な
け
れ
ば
後
継
者
が
居
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
危

機
感
を
伝
え
、
更
な
る
助
成
金
等
国
に
申
し
上
げ

る
事
が
自
分
達
の
責
務
と
の
思
い
を
示
し
た
。
ま

た
渋
滞
問
題
と
合
志
地
区
の
道
路
行
政
を
語
っ
た

上
で
国
の
進
め
る
働
き
方
改
革
の
問
題
点
に
触

れ
、
働
き
方
改
革
の
緩
和
の
必
要
性
を
説
い
た
。

最
後
に
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
関
連
の
企
業
進
出
で
の
水
問
題

を
提
起
し
、
「
私
は
県
と
国
に
物
申
す
議
会
人
で

あ
り
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

① 

中
九
州
横
断
道
路
の
合
志
市
内
、
上
生
川
と
辻
久
保

バ
イ
パ
ス
を
跨
ぐ
上
生
川
橋（
全
長
79
ｍ
）の
下
部
工

事
。
御
代
志
交
差
点
と
須
屋
地
区
４
車
線
化
現
場
。

② 

県
道
新
山
原
水
線
現
場

③ 

西
環
状
道
路
池
ノ
上
地
区
現
場

④ 

熊
本
港
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
設
置
現
場

下
通
で
の
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者

家
族
支
援
街
頭
署
名
活
動

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
特
別
委
員
会

（
週
刊
政
治
レ
ポ
ー
ト
引
用
）

九州中央自動車道・有明海沿岸道路概要図
九
州
中
央
自
動
車
道
・
有
明
海

沿
岸
道
路
の
建
設
促
進
大
会

主

な

活

動

有明
沿岸
道

有明
沿岸
道

西廻
りバ
イパ
ス

西廻
りバ
イパ
ス

街頭署名活動

合志市商工会総会での挨拶 下田南バイパス開通式

387号線上須屋高速下の4車線化工事3月21日アンビー郵便局開局式典

10 
月
カ
ン
ボ
ジ
ア
ベ
ト
ナ
ム
視
察

　

議
員
７
名
、
土
木
部
長
他
８
名
で
左
記
を
廻
り
現

場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
常
任
委
員
会
の
管
内
視
察

県
政
報
告
会

散
歩
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
！

散
歩
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
！

地元の方々の要望により整備された
堀川沿いの散歩コース



　
今
議
会
で
は
県
議
は
農
業
振
興
・
景
気
対
策
な

ど
生
活
に
密
着
し
て
い
る
質
疑
を
行
う

菊
池
地
域
の
土
地
は
、
工
場
用
地
や
住
宅
用
地

と
し
て
買
い
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
農
地

約
１
６
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
別
の
用
途
に
転
用
さ
れ

た
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
伴
う

耕
作
放
棄
地
の
増
加
も
深
刻
だ
が
、
菊
池
地
域
の
場

合
は
半
導
体
関
連
産
業
の

集
積
に
伴
う
企
業
進
出
が

農
地
の
減
少
に
拍
車
を
か

け
た
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。

知
事
は
半
導
体
関
連
企
業

の
進
出
等
に
伴
う
農
地
減

少
に
対
し
て
は
、
農
地
の

確
保
や
生
産
支
援
な
ど
の

対
策
を
進
め
、
意
欲
あ
る

農
業
者
の
営
農
継
続
を
支

援
す
る
と
表
明
さ
れ
て
い

る
。
熊
本
の
農
業
を
守
り

育
て
、
担
い
手
確
保
・
育

成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
く
の
か
、
農

林
水
産
部
長
の
見
解
を
お

聞
き
し
た
い
。

「
食
の
み
や
こ
熊
本
県
」を
支
え
る

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

上記の予算詳細は左記QRコード
より県のホームページをご覧く
ださい

Ⅰ 子供たちが笑顔で育つ熊本 40億円
Ⅱ 世界に開かれた活力あふれる熊本 94億円　　　　　　　 
Ⅲ いつまでも続く豊かな熊本 14億円
Ⅳ 県民の命、健康、安心、安全を守る 171億円

議会は令和７年度知事提案の当初予算案8448
億円を可決したうち「こどもまんなか熊本」
の実現をはじめとする、県政発展に向けた取
り組みに関する予算を計上

質

こ
の
補
助
金
は
、
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者

の
人
手
不
足
対
策
や
賃
上
げ
支
援
策
の
一
環
と

し
て
、
補
正
予
算
で
新
た
に
事
業
化
さ
れ
た
。
３
年

間
の
予
定
で
募
集
を
開
始
し
た
新
し
い
カ
タ
ロ
グ
型

補
助
金
で
、
登
録
製
品
や
対
象
業
種
が
拡
大
さ
れ
て

き
て
い
る
。
こ
の
補
助
金
の
存
在
を
ま
だ
把
握
し
て

い
な
い
企
業
や
事
業
者
も
少
な
く
な
い
。
県
と
し
て

ど
の
よ
う
に
周
知
を
進
め
て
い
く
の
か
、
ま
た
申
請

に
必
要
な
手
順
に
つ
い
て
、
活
用
す
る
た
め
の
詳
細

を
伺
い
た
い
。

人
手
不
足
対
策
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

な
ど
省
力
化
補
助
金
に
つ
い
て

運
転
免
許
を
め
ぐ
る
県
民
の

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

質
中
九
州
高
規
格
道
路
の
建
設
に
よ
り
、
熊
本
が

九
州
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
大
分
・
宮
崎

と
の
物
流
や
人
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
は
確
実
だ
。

経
済
活
性
化
が
進
む
中
、
新
規
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
を
見
越
し
た
物
流
拠
点
の
整
備
は
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
非
常
に
重
要
な
戦
略
と
考
え
ら
れ
、
物
流

物
流
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

働
き
方
改
革
関
連
法
に
つ
い
て

質
人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
人
材
の
奪
い
合
い
に

な
っ
て
、
人
手
不
足
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。
県

内
の
多
く
の
人
口
減
少
地
域
で
は
、
若
者
世
代
の
人

口
流
出
に
よ
り
働
き
手
そ
の
も
の
が
居
な
い
、
あ
る

い
は
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

補
助
金
を
活
用
し
て
な
い
経
営
者
の
方
は
こ
の
機
会

に
、
商
工
会
や
市
町
村
の
窓
口
で
事
例
に
つ
い
て
話

を
伺
っ
た
り
、
手
続
き
の
相
談
を
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

本
県
で
は
多
く
の
県
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
保
有
し
、
健
康
保
険
証
と
の
一
体
化
が
進

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
３
月
24
日
か
ら
運
転
免
許
証

と
の
一
体
化
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
県
民
の
中
に
は

制
度
の
概
要
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
人
も
多
い

た
め
、
「
マ
イ
ナ
免
許
証
」
の
メ
リ
ッ
ト
や
県
警
察

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
警
察
本
部
長
に
説
明
を
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
県
警
察
が
１
月
か
ら
導
入
し
た

運
転
免
許
手
続
の
事
前
予
約
制
に
つ
い
て
、
そ
の
導

入
経
緯
や
期
待
さ
れ
る
効
果
も
併
せ
て
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

質

円
安
に
よ
る
肥
料
や
飼
料
の
高
騰
が
農
業
を
圧

迫
し
て
い
る
。
異
常
気
象
や
輸
入
依
存
の
リ
ス

ク
を
考
慮
す
る
と
、
食
料
自
給
率
の
向
上
が
急
務
で

あ
る
。
構
造
改
革
と
し
て
、
農
地
整
備
や
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
、
収
益
の
安
定
や
コ
ス
ト
削
減
が
必
要

だ
。
ま
た
、
後
継
者
を
増
や
す
た
め
に
、
新
た
な
交

付
金
制
度
の
導
入
や
農
地
保
全
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
し
、
助
成
金
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
が
長
す
ぎ
る

と
い
う
声
も
聞
く
。
県
が
一
時
負
担
し
て
先
払
い
で

き
な
い
か
。
等
、
農
業
支
援
の
拡
充
を
強
く
望
む
と

と
も
に
、
ま
た
我
々
消
費
者
も
地
産
地
消
を
心
掛
け

る
事
が
必
要
だ
。
そ
れ
が
生
産
者
を
勇
気
づ
け
応
援

す
る
事
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

要
望

要
望

農
林
水
産
部
長
　
県
で
は
啓
発
か
ら
相
談
・
研

修
・
就
農
・
定
着
の
各
段
階
に
応
じ
て
支
援
に

取
組
ん
で
い
る
。
木
村
知
事
か
ら
の
担
い
手
強
化
の

指
示
を
受
け
、
若
年
層
へ
の
魅
力
発
信
や
「
新
し
い

熊
本
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
共
創
事
業
」
な
ど
を
提

案
。
ま
た
、
４
月
か
ら
新
た
に
「
熊
本
県
農
業
経

営
・
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
す
る
。
国
は
親

族
間
の
継
承
に
お
い
て
も
施
設
や
機
械
の
修
理
、
撤

去
費
用
が
対
象
に
な
る
支
援
策
を
創
設
。
県
も
上
乗

せ
補
助
を
行
い
、
親
元
就
農
の
支
援
を
中
心
に
支
援

策
の
拡
充
を
図
り
、
担
い
手
確
保
育
成
を
進
め
て
参

る
。
多
様
化
す
る
問
題
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。 答

商
工
労
働
部
長　

昨
年
６
月
の
募
集
開
始
以
降

運
用
の
改
善
は
行
わ
れ
て
お
り
、
県
Ｈ
Ｐ
の
掲

載
や
セ
ミ
ナ
ー
紹
介
な
ど
と
、
商
工
会
経
営
指
導
員

の
事
業
者
訪
問
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た

県
独
自
の
支
援
策
と
し
て
上
限
２
０
０
万
、
１
／
10

の
負
担
額
引
き
下
げ
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
後
押
し

て
い
る
。

答

２
０
２
４
年
問
題
が
議
論
さ
れ
、
２
０
１
９
年

４
月
か
ら
働
き
方
改
革
関
連
法
が
随
時
施
行
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
の
法
案
で
日
本
の
商
工
業
経
営
者

は
重
大
な
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。
特

に
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
、
運
送
業
や
建
築
業
で
は

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
中
小
・
零
細
企
業
の
声
を

聞
く
機
会
を
設
け
、
軌
道
修
正
：
微
修
正
は
適
宣
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
る
。
県
と
し

て
も
商
工
界
に
お
け
る
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
を
丁

寧
に
聞
き
な
が
ら
、
現
在
の
働
き
方
改
革
の
課
題
を

洗
い
出
し
、
国
に
対
し
て
改
善
を
要
望
す
る
な
ど
地

域
経
済
の
維
持
・
発
展
の
為
の
取
組
み
を
継
続
し
て

頂
く
よ
う
要
望
と
し
て
お
願
い
す
る
。

柔
ら
か
な
日
差
し
と
と
も
に
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健

勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
池
永
幸
生
の
県
政
活
動
に
対
し

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
池
永
県
議
は
現
在
、
二

期
目
の
折
り
返
し
地
点
を
迎
え
、
よ
り
一
層
精

力
的
に
県
政
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

昨
年
の
県
政
報
告
会
で
は
、
ご
多
忙
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、

改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

池
永
県
議
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
私

ど
も
幸
友
会
も
全
力
で
支
え
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
今
年
も
皆
様
方
に
と
っ
て
健
康
で
平
穏
な

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
画
振
興
部
長　

議
員
の
言
う
と
お
り
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
合
志
の
２
つ
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
軸
と
し
た
地
区
も
、
九
州
を
支

え
、
ひ
い
て
は
世
界
へ
と
繋
が
る
物
流
の
ハ
ブ
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
民
間
の
動
き
や
国
の
検
討
会
の

議
論
を
注
視
し
な
が
ら
物
流
拠
点
の
在
り
方
を
検
討

し
て
参
る
。

答
警
察
本
部
長　

マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
住
所
変
更
等
の
際
に
警
察
署
で
の
変

更
手
続
き
不
要
の
他
、
更
新
時
講
習
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
受
講
で
き
、
更
新
手
数
料
が
安
く
な
る
。

尚
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
県
民
へ
の
周

知
を
行
っ
て
い
る
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
の
更
新
手

答

熊本県議会定例本会議

一
般
質
問

一
般
質
問

７年２月セミコンテクノパーク西方面よりの風景

社長を務める農家直売所『志来菜彩』

千葉県流山市の物流拠点

拠
点
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。
千
葉
県
流
山
市
に
大
規

模
な
物
流
拠
点
が
整
備
さ
れ
、
６
、０
０
０
人
以
上
の

雇
用
が
生
ま
れ
て
い
る
事
例
を
み
る
と
、
熊
本
で
も

同
様
の
物
流
拠
点
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
若
年
層
の

流
出
を
防
ぐ
雇
用
創
出
や
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与

す
る
可
能
性
が
高

い
。
県
と
し
て
国

交
省
や
関
連
省
庁

と
協
議
し
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き

と
の
提
言
は
、
極

め
て
重
要
な
提
案

だ
と
思
う
が
、
県

は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た

い
。

続
き
予
約
を
行
っ
て
い
て
、
手
続
き
に
要
す
る
時
間

の
短
縮
を
図
っ
て
い
る
。幸

友
会
会
長
　
宮
原
康
晃

会報　幸友会　第７号 令和７年３月

ご
挨
拶

要
望


